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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，モ?撃撃?@oh　le monde avait un　centre，　qui　n　etait　pas　seulement　la　Terre
au　miheu　des　sph6res　de　Ptol6m6e，　mais　Rome　au　centre　de　la　terre，［．．．】．
Si　puissant　pendant　tant　de　si6cles　sur　tous　les　reves　euroP6ens，1e
souvenir　de　1’Empire　est　maintenant　une　figure加3μが乞∫αη∫θρoμ7　d6∫∫g刀θア
1’αyεηかdθCθ脚η4θ，dθyεημρ・π7伽Cπηdθη・π∫わθαπC・πρ卿∫yα∫∫θ
θ”o厩α麗アθη2θ配d競7ゴ伽ゑ　（M．p．231）（強調筆者）
ローマは絶対的な力を失った。セシルへの愛は冷めた。あれほど魅力を感じたバ
ロックも「奇快な」ものになってしまう。
［．．．］1e　soleil　qui　montait，　dl∫∫ρθr即η∫1θ5η㍑αgθ∫わσ70σ㍑θ3　derri6re　les
pins　et　les　villas．　　　　　　　　　　　　（強調筆者）　（M．　P．221）
パンニー二の絵について力説する主人公が認めていたバ・ックbaroqueの意味は，
ここで，まったく違ったものになる。「奇怪な」という単なる形容詞におとしめら
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れ，バロックの雲は追散らされるのである。
6．結　　論
r心変わり』で，・一マという神話は，ビュトールのいう「書物が築いている世
界」の象徴とも考えられる。彼によれば，その世界と我々が生きている世界との間
には，歴史上絶えずずれが生じる。それを補完しょうと，作家は本を書くのである。
したがって，r心変わり』において・一マの神話に魅せられている自分と，パリで
の実生活との間に裂け目劉を感じる主人公が本を書くという結末に致るのはいわば
当然であろう。
Vous　dites：il　faudrait　montrer　dans　ce　livre　le　r61e　que　peut　jouer
Rome　dans　la　vie　d’un　homme註Paris；on　pourrait　imaginer　ces　deux　villes
superpos6es　1’une　a　l’autre，1’une　souterraine　par　rapPort溢1’autre，　avec
des　trapPes　de　communication　que　certains　seulement　connaitraient　sans
　’曹普@aucun　sans　doute　parvint　a　les　connaitre　toutes，【．．．］　（M．　p．231）
自分が書くであろう本について主人公が語るこの記述の中で，Romeを「書物が築
く世界」，Parisを現実世界と読み換えることができるのではないだろうか。両者
は重なりあい，通底している。両者を通じさせている開閉口のいくつかを知ってい
る者はいるが，誰もすべての開閉口を知ることはおそらくない。ここに窺えるのは
主知的世界観の否定であろう。「書物が築く世界」は時として「現実世界」29）を覆
ってしまうかのように見えることもある。しかし，両者の間には本質的な違いがあ
　　層閨C現代の作家の多くはその両者の統一を願いながらも「裂け目」がどうしても目
についてしまうのである。それは「現実世界」の優位として時に現われる。
r心変わり』でも，　「現実世界」の優位が象徴的に出てくる。それは，妻子を捨
てない決心をした主人公が，・一マ到着後，セシルに会わずにホテルで本を書き始
めるところを想像した段落の直後である。主人公がその時目にするのは凱旋門の写
真である（M．P．228）。この写真は主人公の座席の上に掛っているのであるが30），
それまでは1’arc　de　triomphe　de　l’Etone（M．　p．104），1’arc　de　triomphe
（M．p．189，　p．192，　p．223）と記されてきた。ところが，ここで初めてはっきりと
「パリの凱旋門」1’arc　de　triomphe　de　Parisとパリが名指しされるのである。
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ローマ＝神話に対するパリ＝現実世界の優位を主人公はこの写真に見ているのであ
る。そして，この二っの世界の断絶を修復すべく彼は本を書き始めるのである。
人間がすぺてを知ることは不可能だと悟ったとき，説明し，語るという行為は「
現実世界」との溝を深める一方となる。そのとき，ビュトールは，想像力を喚起す
るものを集め，空間に散りばめ，全体を夢想させることにより溝を埋めようとする。
固有名詞はわれわれの知りえない意味まで担っており31！引用として最適である
ことはすでに見てきたとおりである。引用の組み合わせにより，われわれの知りえ
ないものまで包みこみ，作品は豊かなものとなる。作品は，もはや，話者や作者を
核とした「閉じた」ものではなく，「開かれた」体系として外の世界と絶えず交流
を企てるようになる。書物がエントロピーを小さい状態に保ち，その生命を維持し
ておくための外界とのエネルギーの開閉口が引用であり，固有名詞であるとも言え
るだろう。
自分の意識と「現実世界」の分裂（それこそが二人称《VOUS》の使用の示すもの
だ）の統一を探求する主人公は，それが主知的世界観によるものである故に，挫折
してしまう。その過程をr心変わり』は見事に描くと同時に，主知的世界観の放棄
による解決の可能性も示している。前の段落で述べたような作品の当来をこの小説
は予告しているのである。
註
テクストとしては，Michel　Butor，五αMod雌co励η，　Minuit，1957．を用いた。
本文中の引用はM。P．38．のように示した。またイタリア語の固有名詞の日本語表記
は，清水徹訳r心変わり』河出書房新社，1977．に従った。但し，日本語による
引用は拙訳である。勿論，同書が大いに参考になったことは言うまでもない。
1）　中心を持った統一的世界観ではなく，断片化された世界観をヌーヴォー・ロ
マンは提示していると言えるだろうが，ここでは触れないことにする。
2）　Michel　Butor，＜R6ponses　a《rel　que1》＞in　R6ρθπoかθ瓦Minuit，1964．
p．300．
3）　ヌーヴォー・ロマンという表現が一般化するまでは，これらの名称が用いら
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れた。
4）　＜Butor　a　pゴs　d’ameiur，　tr6s　nettement，　ses　distances　th60riques．》Gaetan
Picon，1加07α7ηα（1θ1αηoπyθ11θ1∫π67α如rεノンαηρ傭θ，　Gallimard，1976，
p．173．＜Butor【．．．1　associ6，註tort，　avec　Robbe－Grillet【．。．】．》Pierre
de　Boisdeffre，　Lθ70配αη！ンση9α‘5　dθρぬ∫1900，　P．U．F．，　collection　＜Que
saisrje＞，1979，　p．80．＜Ce　qui　distinguait　1’entreprise　de　Butor　de　cene　de
Robbe－Grillet［．．．】．＞Michel　Raimond，　LθRoη2αη（」θρ厩81αR6yo1μがoη，
Armand　Colin，1981，　p．244．
ヌーヴォー・ロマンという呼称を特に積極的に引き受けているのは・ブ＝グリ
エだろう。ヌーヴォー・ロマンに批判的な批評家たちは，ロブ＝グリエとビュ
トールの違いを取り上げ，ビュトールをより好意的に見ている。
5）Jean　Dubois，1）’σ’oηηαかθ4θZ加g〃∫3πσπθ，　Larousse，1973，　p．397．
6）　Frangoise　Van　Rossum－Guyon，＜Aventure　de　Ia　citation　chez　Butor＞
inβ厩o〃Collogπθdθ（フθ7∫3ア，　U．G．E．　collection　10／18，1974，　pp．17－39．
に詳しい論述がある。
7）　この段落中の引用はMichel　Butor，　R6ρθ7’oゴ7θ皿Minuit，1968．ページ数
はlll頁にp．7，　p．7，　p．8，　p．8。
8）　Ibid．，　P．10．
9）　Ibid．，　p．17．
10）　Ibid．，　P．18．
11）　オールドファッションが売り物の中級レストラン・チェーン。
12）　バロックの定義は必ずしも一様ではないが，・・インリッヒ・ヴェルフリン
（Heinrich　W61fflin）の説をとっているLa　Grande　EncycloP6die　Larousse，
1972．から，ビュトールに関係があると思われる箇所を挙げておく。
＜L’expression　de　la　profondeur　r6sulte　d’une躍ρθ7ρo∫所oηg60m6trique
de　plans　successifs》，＜la　forme　oμyεπθ，　qui　inviteきpoursuivre　une　reverie
dont　l’oeuvre　n’est　que　le　trempl血〉，＜Tous　les　arts　interviennent，　no11
pas　chacun　a　sa　place　et　ses　propres　lois，　mais∫η∫68ア6∫dans　une　synth6se
oむ　tou　s　se　phent　et　se　renforcent＞，　＜1’oeuvre　est　avant　tout　un
prodigieux　travail　d’∫η2σ8∫ηα’ごoηqui　cherche　constamment　a　3θアθηoπyθ1θろ
査aller　toujours　plus　loin　dans　la　contrainte　de　la　matiさre》．
（強調筆者）　（baroqueの項）
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13）　ここでは触れなかったが，ウァティカヌス（Vaticanus），・一マの生みの
母ウェヌス（V6nus）など神の名がM．P．222で挙げられる。
14）　筆者は他でもこの用語を使ってきたが，フランス語ではfabulation，　fincti（〉
nahsationとでもなる。
15）　ほとんど唯一の例外が先にも述べたナヴォナ広場の描写（M．PP．50－51）。
それはバ・ック美術がこの小説中で果たす特殊な役割を示すものである。
16）　駅名については，例えば・一ム＝アレジァ。この駅は「列車からは見えない
が，伝説によれば，カエサルがゴール人を負かしたアリーズ＝サント＝レーヌ」
の近くにある（M。p．42）
17）　Michel　Butor，＜Le　Roman　comme　recherche＞in　R6ρθπo∫アε，　Minuit，
1960，P．7．
18）　ジョルジュ・ライヤールの指摘を引用しておこう。
Lαノレfod爺cα∫ゴoη　a　pu，　en　effect，　etre＜1ue＞dans　une　perspective　toute
traditionnelle，　cene　des　roman＜psychologiques》：【．．．1
Un　tel　compte　rendu，　fid61e　a　la　lettre　de＜1’intrigue》se　r6f6re　en　fait
aune　impossibleド1ecture　de　Lα、ルfod爺cσ’∫oπ．　（Georges　Raillard，β厩oろ
Gallimard，　collection　La　Biblioth6que　id6ale，1968，　p．192）
19）　Michel　Butor，＜Individu　et　Groupe　dans　le　roman＞in　R6ρθπoかθ・砿
Minuit，1964，　p．74．
20）　【．．．rvous　n’aimez　v6ritablement　C6cile　que　dans　la　mesure　oh　elle　est　pour
vous　le　visage　de　Rome【．．．】，vous　ne　l’aimez　qu’acause　de　Rome【．．．］．
（M．P．198）
21）　Claude　L6vi－Strauss，　LαPθη56θ5αz4yα9θ，　Plon，1962，　P．268．
22》　同様に，アメリカへやってきたヨー・ッパ人はこの新天地に名前をつけてい
かなければならなかった。インデァンの土地に代わるヨーロッパ人の土地とし
てのアメリカの構築をアメリカの地名は担っていたのだ。
Les　gens　arrivant　d’Europe，　ou　un　peu　plus　tard　de　l’Est　des　Etats。Unis，
ont　eu　besoin　de　nommer　le　plus　rapidement　possible　ces　lieux　nouveaux
【．．．1．（Georges　Charbonnier，　Eη’7θ∫∫θη∫αyθcルf’ohε1β雄07，　Gallimard，
1967，P，159．）
23）　バルザックと固有名詞に関するドニ・スラトカの研究が興味深い。Denis
Slatka，＜S6miologie　et　Grammaire　du　nom　propre　dansし肋Pガηoθdθ1α
■　　　　　－19一
わo〃2η2θ》㎞Co〃oqπθdθCθ7‘3アβαZzαc，βθ〃bηd，1982，　pp．235－256．
24）　Michel　Leiris，＜Le　R6alisme　mythologique　de　Michel　Butor＞in　Lα、ルfod∫一
”c傭oηsuivi　de　LθR6αZ∫∫ηzθη2ア油010g∫gπθ　par　Michel　Leiris，　Minuit，
collection＜Double》，1981，　p．304．
25）　19世紀の小説家と伝統的小説家を混同してはならない。後者は前者の方法
を単に踏襲している者のことである。
26）彼の氏名が登場してくる唯一の機会（M．P．98）もこうした戯れの中にある。
27）　Frangoise　Van　Rossum－Guyon，α∫切πθ伽roη2αη，　Galhmard，1970，　　　　　　　o
P．163．
28）　この小説では多くの「裂け目」の縁語が出てくる。fissure，　fosse，16zarde，
rivi6re，　blessure，　seui1，　franchtr，　d6chirureなど。
29）　「現実世界」もカッコつきでしか現代では語れない。われわれが生きている
世界は頭の中の想像の世界なのかそれともいわゆる「現実世界」なのか。両者
に区別はあるのか。この問題は別の機会に譲ることにして，ここではこれ以上
触れないことにする。
30）　セシルの部屋にも凱旋門の写真がある。しかし，それも’1’arc　de　triomphe　ide
Parisと言われることはない。1’arc　de　triomphe（M．　p．871　p．185），1’arc
de　triomphe　parisien　（M．　p．111）
31）　例えば，ある人の名には名前をっけた親の願いが込められているはずだが，
われわれはその全てを知ることはできない。同様のことがアメリカの地名にっ
いてもいえる。（註22）参照）
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